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研究の目的 

 

集合住宅のリニューアル工事で一般的に用いられる内装材は，中空構造に伴う共振などによって建物内の伝搬音

（固体伝搬音）を増幅させる場合がある．従って，リニューアル後の遮音性能を推定するためには，内装材の振動

特性や音響放射特性などについて把握しておく必要がある． 

そこで，RC 造の箱型実験室にリニューアル工事で一般的に用いられている内装仕様の床，天井，壁を施工して，

様々な内装材の遮音性能（振動低減効果）について実験的に検討した． 

 

技術の説明 

 

集合住宅の固体伝搬音を低減するための内装材仕様を実験データに基づいて選定できる． 

 

主な結論 

 

一般的な材料を組み合わせた内装材の対策仕様は，一般的な仕様に対して最大で 10～15dB 程度の振動低減効

果が認められた． 

 

 

床試験体の対策 天井試験体の対策

・床下地の増貼り
・際根太の防振
・床下懐の拡大

・天井下地の増貼り
・吊りボルトの防振
・天井懐の拡大

 

壁試験体の対策

・壁下地の増貼り
・ランナーの防振
・吸音材の挿入

壁試験体の例 

振動実験の状況 

加加振振装装置置  壁壁仕仕上上げげ  

天天井井仕仕上上げげ  床床仕仕上上げげ  

二重床の下地枚数と振動加速度レベル低減量 
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加振源：インパルスハンマー
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